
１ 目的

（３）事業期間

（４）事業の内容

３ 事業実施体制による項目
（１）構成市町村、構成機関と役割分担

範囲

（２）学識経験者等第三者との協議や意見聴取の機会の設定

令和７年度シカ特別対策事業捕獲計画
浜中町鳥獣被害防止対策協議会

２ 目標・事業の概要
（１）推進方針
   榊町地区を捕獲区域として設定し、エゾシカの集中捕獲を実施する。

（２）目標捕獲頭数 
  エゾシカ３０頭

  令和８月１月３１日～令和８月３月２２日（冬期間に集中して実施）

くくりわなによる捕獲

構成機関 役割分担
町役場 実施事業の総括、捕獲確認、支払事務
猟友会支部分会等 捕獲（くくりわな）
処分場施設 捕獲個体処理

①捕獲計画の作成段階

②エゾシカの集中捕獲の実施・推進段階

③捕獲計画（捕獲目標等）に対する事業成果（捕獲効率含む）の評価段階

 本地域においては、緊急捕獲活動支援事業によりエゾシカの捕獲を実施しているところであるが、エ
ゾシカによる被害は、令和６年度は減少したが依然として高い水準である。
 このため、本事業によりエゾシカの被害が特に著しい榊町地区を対象としたエゾシカの集中捕獲を実
施し、個体数を大きく減少させることを目的とする。

浜中町

北海道（釧路総合振興局）、酪農学園大学立木靖之准教授から、計画案について助言
を得る。

釧路総合振興局、酪農学園立木靖之准教授から集中捕獲の状況を踏まえ期間中にさらなる事業
の推進に向けた対応方策について助言を得る。

釧路総合振興局、酪農学園立木靖之准教授から事業の評価に当たって、成果について捕獲効率
の観点からの評価手法及び評価結果について意見聴取する。



４ 事業の対象地域内における被害防止計画の作成状況等
（１）被害防止計画の作成状況、調整状況

（２）エゾシカの捕獲計画
（単位：頭）

令和4年 令和5年 令和6年 令和7年
浜中町 3,500 3,500 3,500 3,500

５ 生息状況調査等の結果に係る項目（生息状況、生息数、捕獲状況、被害状況等）
（１）生息状況

令和２年 令和3年 令和４年 令和5年 令和6年
浜中町 41.0 78.3 46.3 75.3 64.4

（２）生息数

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年
狩  猟 360 316 372 334 397
許可捕獲 2,384 2,619 3,028 3,236 3,652

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年
被害額 108,510 108,510 108,510 108,510 72,780

   浜中町鳥獣被害防止計画 （作成・調整済み）

  ライトセンサス調査による密度指標
（頭／10㎞）

  北海道のエゾシカの生息数は、令和５年度北海道東部地域で約310,000頭と推定されている。

（３）捕獲状況
  令和２年度以降の年度別の狩猟及び許可捕獲頭数の推移を下表に示す。

（単位：頭）

（４）被害状況
  エゾシカによる被害状況

（単位：千円）



６ 捕獲の対象地域等（シカ特別対策を実施する位置等を記載）

７ シカの集中捕獲の内容
（１）捕獲体制（捕獲者）

（２）目標捕獲頭数等に係る内容

（３）捕獲方法

（４）捕獲期間

（６）捕獲個体の確認方法

 浜中町榊町地区

  捕獲者は地域事情に詳しい狩猟者で、狩猟関係法令に違反したことのない者とする。

  浜中町榊町地区 ３０頭

  くくりわなによる

  令和８年１月３１日～令和８年３月２２日

（５）捕獲に要する経費
  エゾシカの成獣のみを対象とし、捕獲者に１頭当たり７，０００円を交付する。

  緊急捕獲活動支援事業による確認事項と同様とする。


